
   SSOONN--DDAAYY,,  OOCCTTOOBBEERR  2277tthh   22002244  SSOONN--DDAAYY  WWOORRSSHHIIPP  SSEERRVVIICCEE  NNoo..11008844  

✞単立キリスト教会 ママララナナササ・・ググレレイイスス・・フフェェロローーシシッッププ Maranatha Grace Fellowship【MGF】Since Jan. 18, 2004  
教会所在地：〒380-0802 長野市上松２丁目７−２０ : 026-219-2388  牧仕：Kaz、菊地 一徳（かずなり）  

   https://mgfchrist.com  www.facebook.com/mgf.nagano.japan  jesus-mail@mgfchrist.com  

MGF は、神第一主義、キリスト中心主義、聖霊主導主義の教会 

TRUE WORSHIPPERS, HOT GOSPELLERS, JESUS FREAKS 

To Know Christ And To Make Him Known  Love God And Love People  Jesus Is Coming 

  礼礼拝拝黙黙想想   MM ee dd ii tt aa tt ii nn gg   oo nn   WWoo rr ss hh ii pp     

「聞く耳と見る目は、二つとも主が造られた。」（箴言２０：１２） 

 

Α「・・・目は、バテ・ラビムの門

のそばのヘシュボンの池。・・・」 

（雅歌７：４） 

 

脊椎動物の目のように、複雑な機能と

構造をもつものが、ランダムな変化の

中から、いかなる自然選択によってで

きたのか、全く説明は困難である。ダー

ウィン自身、「あらゆる種類の無類の仕

掛けをもつ目が自然選択よって造られ

たであろうと想像するのは、このうえな

く不条理のことと思われる、どういうこと

を、私は率直に告白する。」（チャール

ズ・ダーウィン著『種の起源』）と率直に

告白したのであった。しかし、その後ダ

ーウィンは『種の起源』で、光に反応す

るだけの膜のような単純な視覚器官か

ら「自然淘汰によって・・・完璧な視覚器

官へと変わった」のであろうと述べてい

る。単純な光感受性のある点（細胞）か

ら洗練された人間のカメラ型の目に至

る進路の経路を示すことにより、目が

進化によってできたものであると言うの

だ。 

 

しかし博物館で、自動車が年代順に古

いものから新しいものという順序で並

べられているのを見ても、誰も、走る競

争をしているうちに車が進化したとは

考えない。車は技術者の絶えざる創造

力の投入によって発展したのである。

同様に、単純な感光点から高級な目ま

で並べてみても、それが進化の証拠と

はなり得ない。実際、目が発展するそ

れぞれの段階が大きな飛躍であって、

段階を示すだけでは進化と言えないの

である。 

 

科学ジャーナリストのリチャード・ミルト

ンも次のように言う。「現代のダーウィ

ニストはたいそう楽観的な考えをもって

いるようだ。光を感知する細胞といった

進化の初期段階における基本的な革

新さえおきてしまえば、視力の累積的

選択がいくぶん起こりやすくなるという。

しかし光を感知する組織が存在しても、

水晶体や虹彩のメカニズムや瞼などに

関する突然変異の起こりやすさには何

の影響も及ぼさない。」（リチャード・ミ

ルトン著『進化論に疑問あり―ダーウィ

ニズム神話を検証』） 

 

しかも生化学者のマイケル・ベーエが

指摘しているように、単純な感光点が、

そもそもどこから来たのか、ダーウィン

は説明しようとせず、目の究極的な起

源の問題は放り出しているのである。

実際、感光点それ自体、単純なもので

ない。ダーウィンにとってはブラックボッ

クスでしかなかった。それはテレビの複

雑さよりもはるかに複雑なものであり、

多くの生化学者の研究によって、よう

やく視覚の生化学的な構造が明らかに

なりつつあるのが現状である。（マイケ

ル・ベーエ著『ダーウィンのブラックボッ

クス 生命像への新しい挑戦』） 

 

科学ジャーナリストのフランシス・ヒッチ

ングは、ネオダーウィニズム（現代の主

流の進化論）に反対する立場から、次

のように論じた。「眼を構成している多く

の部品（たとえば水晶体と網膜）が

別々に進化して合体しなければならな

いが、そんなことが偶然に起きるはず

がない。進化途上の未完成の眼に何

の生存上の価値があろうか。」（フラン

シス・ヒッチング著『キリンの首―ダー

ウィンはどこで間違ったか』） 

 

「ダーウィンの進化論」は、明確に偶然

が支配する世界である。例えば、人間

のような精緻な生命体はいかにして造

られたか？ダーウィンの進化論では次

のように説明される。地球上の生命は

原始生命から始まり、突然変異により、

様々の生物種が生まれ、その中で、環

境に適応したものが生き残った。この

理論のポイントは、偶然に起こる突然

変異により、多種多様な生物種がつく

られ、適者生存の仕組みにより、勝組

が選択される、という点。つまり、人間

は偶然の産物であり、あらかじめ設計

されたものではない。 

 

しかし、人間のような複雑で精緻きわ

まる存在が、偶然の連発で生まれるわ

けがない。ダーウィンも最初、人間の目

について進化論の論理では説明でき

ないとしていた。 

 

人間の目は、最も精巧なカメラよりはる

かに複雑だ。眼球は、ガラス体とそれ

を包む網膜、光を集める水晶体、水晶

体の厚みを変えて焦点を調節する毛

様体、光量を調整する瞳孔、水晶体を

シールドする角膜、さらには集光した光

情報を脳に伝える視神経からなる。 

ここで重要な点は、目はこれらの部品

がすべて同時に出現しないかぎり機能

を果たさないということ。ところが、目が

段階的に進化したとすれば、すべての

部品がそろうまで、各部品はガラクタに

すぎない。ところが、意味のないガラク

タ部品はすべての部品がそろうまで生

きのびることはできない。意味のないも

のは自然淘汰されるからだ。つまり、目

はいつまでたっても完成しない。これは

現実と矛盾する。目は現実に存在して

いるからだ。 

http://www.amazon.co.jp/s/ref=as_li_ss_tl?_encoding=UTF8&camp=247&creative=7399&field-keywords=%E7%A8%AE%E3%81%AE%E8%B5%B7%E6%BA%90&linkCode=ur2&rh=n%3A465392%2Ck%3A%E7%A8%AE%E3%81%AE%E8%B5%B7%E6%BA%90&tag=christiantcoj-22&url=search-alias%3Dstripbooks


 

「教会〔マラナサ・グレイス・フェローシップ（略称：MGF）〕はキリストのからだであり、すべてのものを 

すべてのもので満たす方が満ちておられるところです」（エペソ１：２３）。「あなたがた〔MGF〕は、 

キリストにあって満たされているのです。キリストはすべての支配と権威のかしらです」（コロサイ２：１０）。 

 

生物は、初めから全部の機能を持って

生まれなければ、生きることはできない。

食べることはできても、排泄機能を持っ

ていなければ、生きることはできない。

排泄機能があっても、生殖機能がなけ

れば子孫は残せない。生殖機能があっ

ても、運動機能がなければ、食べ物は

得られない。このように、生物は誕生

の初めから完全な機能を全て持たない

と、全く生きることができないのである。

進化論は、徐々に機能が備わっていっ

たと想像するが、そう考えるのは実際

上、不可能なのである。 

 

進化論の伝家の宝刀「自然淘汰」を逆

手に取った恐るべき反論である。目は

神が設計し創造した必然の産物で、偶

然にできたものではない。だから、どれ

ほど複雑であっても驚くことはないの

だ。 

 

生命に不可欠なタンパク質は、アミノ酸

が文字のように順序正しく並べられな

いと合成されない。例えば、たった 50

のアミノ酸から成るタンパク質が偶然

に作られる確率は 10 の 65 乗分の 1。

遺伝子学の世界的権威、村上和雄（筑

波大名誉教授）曰く「細胞一個が生ま

れる確率は、宝くじに 100 回連続当選

する確率のようなものだ」。さらに自然

発生した生命が生物になる確率は 10

の100万乗分の1と言われる。ところが、

実際はその確率はもっと低くなる。なぜ

なら、宇宙は時間が経てば経つほど、

「エントロビー増大の法則」（自然界の

中では秩序は崩壊し、混乱が増大す

る）により、進化とは逆の退化の方向に

進むからだ。つまり、宇宙の年齢が150

億年だろうと、150 兆年だろうと、生命

が自然発生する確率は限りなくゼロに

近い。 

 

「偶然に生命が発生する確率は、印刷

工場の爆発によって完全な辞書が出

来上がる確率と同じだと考えてよいだ

ろう！」（プリストン大学生物学教授エド

ウィン・コンクリン） 

 

「生命が偶然に発生すると信じることは

『ゴミ捨て場を襲った竜巻が、そこにあ

った物を寄せ集め、ボーイング７４７型

機ができる』と信じるようなものだ。」「こ

の世界がどんなに広くても、生命体が

偶然で生まれることはありえない。猿

の一群がめちゃくちゃにタイプライター

を叩いても、シェークスピア作品が生ま

れることはない。仮にそれが可能だとし

ても、そのために必要な猿の一群を、

大量のタイプライターを、また書き損じ

の紙を入れる大量のゴミ箱を保有する

ほど、この世界は大きくはない。生命

体も、これと同じである」（英国の天文

学者フレッド・ホイル卿）  

 

「この理論（進化論）は、レンガをデタラ

メに積み上げてほうっておくと、城やギ

リシャの神殿が勝手に出来上がったと

いうのと同じだ。」（セント＝ジェルジ・ア

ルベルト ハンガリーの生化学者 ビタ

ミンCの発見などにより、1937年度のノ

ーベル生理学医学賞を受賞） 

 

「生物学者がどこに目を向けようとも、

［神聖なる］目的の原則 ・・・が迫ってく

る。・・・DNA 分子の起源が、全くの偶

然によるも のだ、などという可能性は、

真剣に考慮するだけの価値は全くな

い。」（エルンスト・ボリス・チェイン ペニ

シリンの分離・精製に関する研究によ

り、1945 年度のノーベル生理学・医学

賞を受賞） 

 

「合理的な見解は二者択一しかありま

せん。自然発生説かもしくは超自然創

造説を信じるかのどちらかです。それ

以外の立場はありません。近代の生物

学者の大半は自然発生説の没落に納

得していますが、特別創造を信じる立

場を受け入れたがらない人には何も残

ることはありません。」（ジョージ・ワルド 

アメリカの科学者で、網膜の色素の研

究で知られる 1967 年度のノーベル生

理学・医学賞を受賞） 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

 ある日先生は、生徒に「洋服は何の

ために存在している？」と問いかけた。

生徒は「着るためです」と答えた。次に

「靴は？」と聞くと、「履くためです」と答

えた。続いて先生は「自動車は？家

は？」と聞いていったが、生徒はいとも

簡単に答えていった。 

 最後に先生は、「では人間は何のた

めに存在していると思う？」と聞いたが、

生徒は真剣に考えたすえ、「先生、僕

にはまだその答えがわからないので

す」と答えた。この生徒は、最も大切な

質問に対する答えを、まだ知らなかっ

たのである。 

 もし人間を含む生命が進化してきた

のであれば、この質問は無意味である。

なぜなら、進化論とは、偶然による自

然発生を前提とする考えなので、その

説が正しければ、人間にははじめから、

「造られた目的」や「存在する目的が」

が無いことになるからだ。 

 しかし、もし人間が創造者によって造

られた存在ならば、そこには造られた

目的と意義がある。そして、造られた目

的を創造者から教えてもらうなら、存在

する目的に沿った、意義深い人生を送

れるはずである。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

「２つの良い目を持っていて何も見

えないよりは、盲目であっても心で

見るほうがよい。」 

「盲目であることは、悲しいことで

す。けれど、目が見えるのに見よう

としないのは、もっと悲しいことで

す。」 

「目に見えるものは移ろいやすいけ

れど、目に見えないものは永遠に変

わりません。」 

（ヘレン・ケラー）Ω 

  

＜＜おお知知ららせせAAnnnnoouunncceemmeenntt＞＞    

★１１月３日（日） MGF秋の運動会  

 MGFはキリスト狂徒の集まるキリスト狂会 


